
江坂企業協議会のご紹介

江坂企業協議会は、昭和49年５月に発足した、地下鉄江坂駅南改札口新設促進期成会がその目的を完遂し、より発展的に結成された西
南吹田企業協議会（昭和53年８月10日設立総会）が、平成６年５月に名称変更によって生まれた会です。
設立以来、地域における企業団体として、自他共に認められ、活発な活動を展開して参りました。

その間の主な活動として
　　１）コミュニティー道路の設置
現在のエスコタウンの設置を、行政と協力して行いました。
　　２）緑化運動の推進
江坂地域の緑化推進運動の原動力として活動して参りました。
　　３）立体駐車場の設立
新御堂筋高架下の立体駐車場の設立について、行政と協力して推進してきました。
　　４）駐輪場の増設
江坂駅周辺の駐輪場の増設の推進に努力して参りました。
　　５）迷惑駐車追放運動
交通対策委員会を設置し、吹田警察署と協力して、江坂駅周辺の迷惑駐車追放運動を続けています。
　　６）地域との懇親・福祉活動
吹田まつりにおける江坂会場での企画・運営・警備
会員企業同志の親睦活動
会員企業への研修会・見学会の実施
地域での献血推進キャンペーン
　　７）クリーンデーの実施
江坂駅周辺の美化活動として、毎月１回のクリーンデーを吹田西・吹田江坂ロータリークラブと協同で行っております。
　　８）江坂駅拡張整備・立体駐輪場の設置への運動
江坂駅拡張整備・立体駐輪場の設置へむけて、行政当局に請願し、着工の運びとなりました。
　　９）江坂ストリート愛称名募集
江坂地域以外から来られた方に対して、地理の判りやすい地域にするための道路愛称名の募集活動を、現在推進中です。
　　10）エスコタウンの延長
私たちの活動のシンボルである、エスコタウンを更に南北に延長し、更に江坂地域が新しい町になるような企画を検討しています。
　　11）江坂企業協議会ホームページの開設
今話題のインターネットにも積極的に関与。江坂企業協議会のホームページをアップし、会員企業の紹介をしています。また、今後イン
ターネットの有効的な利用方法を検討して行く予定です。
　　12）江坂ビジョン21提言書策定とその実施
『江坂21世紀まちづくりビジョン』共創のまちづくりをテーマにビジョンを策定、1999年５月総会において阪口善雄吹田市長に提出。
その後、新たにそのビジョン実現のための特別委員会を設置し、現在さまざまな形で具体的行動を起こし，新生江坂に相応しい新しい
まちづくりの実現に向けて一歩一歩あゆみを進めています。
　　13）雇用促進事業の推進
国の雇用促進事業に伴う人材を活用し、江坂駅周辺の美化・都市機能促進業務を実施。
安全で住みよい町＝江坂＝にグレードアップするため、様々な事業を展開しています。

　　14）数々の音楽フェスティバルの開催
町中に溢れる不法駐輪の排除と、ゴミゼロの街づくりを目指して2000年秋に初めて開催。当協議会の呼びかけで、商店会や地元のお店
の協力を得て、手作りで毎年企画。エスコタウンを中心に様々なアーティストが登場して、若者の町＝江坂に相応しい恒例の行事に成長
しました。
また年末には、クリスマスムードを盛り上げるために、エスコタウンでコンサートを実施。2004年12月には「江坂ウインターベル」と
命名、ゴスペルや市民参加による「第９コーラス」を開催しました。
今では、春とクリスマスの音楽フェスティバルは、地元市民楽しみの恒例イベントになっています。

　　15）歩行喫煙防止条例の制定
江坂企業協議会がよびかけてできた「江坂まちづくり協議会」からは、様々な要望を吹田市に提出。2004年8月には「歩行喫煙禁止条
例」制定の要望書を提出。その効あって、2005年4月から江坂駅周辺を「喫煙禁止地区」に指定。歩きタバコ禁止地区となった。

　　16）　NPO法人　吹田江坂ビジョン21の設立
従来、江坂企業で行ってきた江坂駅周辺の自転車等放置防止指導や美化清掃業務などを行政と協力して、継続的に行っていくため、
2006年1月にNPO法人を設立し、様々な活動を実施しています。

　　17）商店会・企業・NPO・自治会・行政で創造する「江坂エスコタウン再生」社会実験
当協議会設立当初に開設したエスコタウンが時の経過と共に、ハード・ソフト両面で衰退しつつある中、多様な主体との協働による道
路空間を有効に使うための社会実験を行いました。その実験結果を踏まえて、現在地元各機関と調整が進み、エスコタウン再生事業の
実現へ邁進しています。

『住みよい地域は連帯の輪から』という私たちのモットーの下、地域企業・住民そして行政が一体となって、地域の発展に努めておりま
す。


